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看　護　研　究
ど、連絡事項を確実に伝える手段を確立していくこ
とが、より良い継続看護につながっていくと考える。
V．まとめ
①看護師間の連携を深めるために、勉強会という場
　を設けたことは有効であった。
②継続看護につなげていくためには、具体的でわか
　りやすい情報提供が必要であり、連絡事項を確実
　に伝える手段の検討が今後の課題である。
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1．はじめに
　現代社会において、生活スタイルの変化から大腸
疾患は増加傾向にあり、それに伴い大腸内視鏡検査
（以下CSと称す）も増加している。リラックスを
して検査を受けられるように、看護師は適宜声かけ
を行い援助しているが、検査時の露出の多い検査着
や検査自体が、患者に剥奪を与えるのではないかと
感じていた。国恥には、個人差があるので、検査中
以外にも患者は差恥を感じているのではないかと考
え、差恥を感じる場面を調査し、必要な看護援助を
検討する。
ll．研究方法
1．研究期間：平成20年7月～12月
2．研究対象：CSを受けた外来患者95名。
3．方法：アンケート調査
　1）患者属性2）CSの経験3）アンケート。26
項目の場面で5件法とした。1～3を恥ずかしくな
い群、4～5を恥ずかしい群と分類した。4）自意
識尺度：自分自身の外的・内的側面に関心を向けや
すいかの特性を測定する尺度1）。
4．分析方法：単純集計とX2検定。
皿1．結　　果
　26項目の場面でみると、「おなかが張ってガスが
出そうになった時、ガスを出した時、また出てしまっ
た時」（以下ガスが出た時と省略する）「検査が終了
しお尻を拭かれた時」「医師がカメラを入れた時」
に20％以上の恥ずかしい群がみられた。これら以外
の23項目では、80％以上が差恥を感じていなかった。
女性の方が恥ずかしいと感じる場面が多く、10項目
でX2検定に有意差を認めた。自意識尺度では、公
的自意識の高い群が8．4％、私的自意識の高い群が
11．6％であった。
IV．考　　察
　23項目で80％以上が差響を感じていなかった。し
かし、恥ずかしい群は全ての場面に存在した。その
ため、検査に訪れた時から待合いに戻るまでの場面
において、差樽に対する配慮をし、場面に適した援
助していく必要がある。
　恥ずかしい群の一番多い場面が「ガスが出た時」
であった。ガスが出るということは必然的におきる
現象であるが、患者は、ガスについては「おなら」
と認識し、差恥に大きく影響を及ぼしている。看護
師は、ガスを我慢する必要のないことを説明し、共
感する態度で接することで、差恥の軽減に繋がる。
近年、日本の女性における洋学心の衰退がみられて
いる中、女性の方が差恥を感じる場面が多かった。
看護師が側につき共感する態度で励ますことや、背
部をさする援助などは、差恥に対して効果があると
考える。
　男女で共通した恥ずかしい場面の中で、「検査着
を上の方にあげられた時」には、検査着は直前まで
あげないようにし、タオルをかけておく。そして
「お尻を拭かれた時」では、看護師が行ってよいか
確認し、患者に選択する機会を与えることで、差恥
を軽減できると考える。
　自意識に関しては、公的・私的共に高い人が少数
であったこともあり、特徴的な傾向は見られなかっ
た。
V．結　　論
1．23項目で80％以上が差引を感じていなかった。
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2．全ての場面に恥ずかしい群は存在し、場面に適
　した差恥の援助が必要である。
3．「ガスが出た時」の場面では、患者に、ガスを
我慢する必要のないことを説明し、共感する態度
で接することで、差恥の軽減に繋がる。
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